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高出力マイクロ波技術について 
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１．背景 

近年、情報収集能力の向上により、装備システ

ムにおける従来の防御方法では限界があり、各種

ミサイル攻撃等に対する脅威が高まっている。 
新たな脅威に対処する方法として、ミサイルに

強力なマイクロ波を照射してミサイルの機能を無

力化させることが有効であることが認識され、従来

のミサイルや火砲による防御に対して、瞬間対処

が可能であり、弾数の制約がなく、低コストである

等の利点を有する。 
瞬間対処が可能なアクティブ・フェーズドアレイ

（以下、「APA」と呼ぶ）により高エネルギー防空対

処のための高出力マイクロ波を送信するためには、

高効率かつ小型化が可能な新型電子管増幅器

による高出力マイクロ波技術が必要である。 
 

２．目的 
 電波を利用した将来の高エネルギー防空対処

システムの検討に資するため、高効率かつ小型

化が可能な新型電子管を用いた APA 方式の高

出力指向性マイクロ波技術に関する技術資料を

得る。 
 
３．高出力マイクロ波技術の概要 

 高出力マイクロ波技術とは、その照射により、

対象物のアンテナや電磁的隙間等から侵入し、

電子機器を故障、破壊させる技術をいう。 

その電子機器への電磁波侵入は Front 

Door Coupling と Back Door Coupling の２つに

分類される。前者はアンテナからの侵入のこと

をいう。後者は電磁的な隙間、外部との接続信

号ライン、電源ライン等からの侵入のことをいう。

電子機器を壊す指標である電界強度は前者

で 2kV/m、後者で 15kV/m といわれている 1)。 

 

４．諸外国の状況 
 米国、ロシアなどで既に高出力マイクロ波兵器

が開発されているとの報告がある。電磁弾、無人

機、小型航空機搭載の高出力マイクロ波発生技 
術としては、バーカートールのように単管で大電

力を発生することができる電子管の研究が進んで

いる。大型航空機や車輌搭載する兵器では、

APA を搭載する計画が検討されている。 

 
５．電子装備研究所での取り組み 

 高効率／小型化が可能で大電力／広帯域

な電子管を増幅器とする送信モジュール（図１）

について、高出力マイクロ波発生技術として研

究を続けてきた 2)3)。 

 

 

今後、マイクロ波パワーモジュールで構成さ

れる送信パルス／周波数制御が可能な APA

のスケールモデルを試作し、電波暗室等にお

ける基本特性の検証の後、野外環境で高出力

マイクロ波の試験評価を行う計画である（図２）。 
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図 2 野外試験（レーダ及びＨＰＭ） 

図 1 送信モジュールの概要 


